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【研究内容の概要】

約1万症例の固形がんのDNAデータから遺伝子変異の特徴を解析し、あらゆる固形がん
を8種に分類する新たなプログラム「GS-PRACTICE」を開発しました。さらに、免疫チェッ
クポイント阻害剤による治療を受けた固形がん患者のデータを解析し、この分類によって、
免疫チェックポイント阻害剤の有効性を予測できることを証明しました。

あらゆる固形がんを8種に分類するプログラムを開発 がん治療薬である
免疫チェックポイント阻害剤の効果を事前予測
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特
徴
／
効
果

全エクソンシークエンスにより、固形がんを臓器横断的に８種類に分類；
・遺伝子変異のパターン（遺伝子変異シグネチャー）に基づく
・腫瘍免疫活性および免疫チェックポイント阻害剤の効果と関連
・機械学習によって、新たな腫瘍が8種類のうちどれに属するかを診断

利
用
／
用
途

・病理診断のために臨床で用いられるFFPE検体から抽出したDNAを用いて診断可能
・どの患者に免疫チェックポイント阻害剤を用いるべきか予測できる
・個々のがんの生物学的な背景を明らかにできる
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